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１．はじめに 

前報では、中国特許情報の英語データベースにおける英誤訳も日本特許庁が提供する

J-PlatPat の中国特許の日本語訳が正しく翻訳していれば英誤訳をカバーできるのでは

ないかという観点から検証した結果、ごくわずかの用語（特に繊維関係用語）において

翻訳不良（簡体字のままで未翻訳の用語なども含む）が発生しており、もろ手を挙げて

喜んでばかりいられないことを報告しました 1)。 
 本稿では、さらに突っ込んで J-PlatPat の日本語翻訳不良（英語データベースにおけ

る誤訳だけでなく）について検証してみたいと思います。 
ここにおける検証でも 2000 年～2022 年公開特許の発明の名称中の件数で紹介しま

す。J-PlatPat の中国特許情報は、公開特許、登録特許、実用新案（実案）等の公報種

別別の件数が取得できないため、場合によりその総数で示すことがありますが、その際

にはその点をお断りします。 
 
２．繊維関係用語の翻訳不良 
 繊維関係用語には簡体字中国語が日本語風に翻訳されたものや全く翻訳されず簡体

字のままというものも存在します。 
 例えば、锦纶(nylon fiber)はナイロン、ポリアミドなどと日本語翻訳するのが一般的

ですが、「锦纶」と簡体字のままの公開特許が 46 件存在します（公告公報の登録特許、

実案にいたっては 119 件）。（表１）。 

 

 nylon や polyamide などの単繊維や混紡の中国語は「锦」一文字で表されますが、「锦」

の日本語訳として「錦」が存在し、それぞれ J-PlatPat では公開、公告公報を含み、「锦」

(簡体字)520 件、「錦」1395 件存在します。しかし、簡体字の「锦纶」は存在してもそ

の日本語風の「錦纶」は存在しません。但し、ポリエステルとの混紡繊維である涤锦纤

维(polyester-nylon fiber)では「滌錦繊維」(CN102587124A)と日本語風に翻訳された

ものが存在します。 
 

もちろん、「锦纶」は「ナイロン」、「涤纶」は「ポリエステル」「ダクロン」、「氨纶」

は「ポリウレタン」「スパンデックス」と日本語訳されているものがほとんどですが、

表１のような日本語風の中国語や簡体字のままの中国語もいくらか存在します。 
表１中の件数は J-PlatPat では公開特許＋登録特許＋実案、GPSS では公開特許/登

録特許＋実案で示しています。 



表１．J-PlatPat の翻訳不良状況 

 
*1) GPSS：台湾特許庁のワールドワイドなデータベース Global Patent Search System 
 

表２．J-PlatPat における混紡の表記 

 
 
 表２は J-PlatPat における近傍検索の件数です。「ナイロン,2N,スパンデックス」で

は「ナイロン」の前後 2 字以内に「スパンデックス」が存在することを、「ナイロン,2C,
スパンデックス」では「ナイロン」の後ろ 2 字以内に「スパンデックス」が存在するこ

とを示します。表２では 2N（前後のいずれかに各用語が存在）のみ紹介しています。 
 もっとも「ポリアミド、ポリウレタン層を含むフィルム」「ポリウレタン/ポリアミド

のポリマーアロイ」のように必ずしも混紡を示すものばかりではありませんが。 



 
 Nylon/Polyuretane 混紡の锦氨の「氨」が「アンモニア」と日本語訳されているもの

もありますが、GPSS などで「brocade(nylon) ammonia」と英訳されている影響でし

ょうか。「氨」が「アンモニア」と訳されるのは誤訳に近いものとも言えます。 

 
また、日本語風中国語および簡体字と日本語を組み合わせた表３のような混紡繊維も

わずかに存在します。 
 

表３．日本語風中国語および簡体字と日本語の混紡繊維 

 
 
「錦アンモニア混紡織物」(CN110735334A)の簡体字（GPSS）では「锦氨混纺织物

(chinlon-spandex)」と「ammonia」は見当たりません。また、CN106400254A は「锦

纶与锦氨(chinlon filaments and chinlon-spandex)」ですが、J-PlatPat では「ナイロ

ン与錦氨複合糸」とナイロンと錦が併記され「ナイロンとナイロン/ポリウレタン複合」

などとされていません。 
同様に、同一センテンス中の同一表記の中国語に異なる翻訳が充てられている例が他

にもあります（次節で詳細に検証）。前後に接する用語による翻訳の揺れでしょうか。 
J-PlatPat：「氨纶废丝に基づく高効率再生スパンデックス」(CN113308766A) 
GPSS：氨纶废丝高效再生氨纶丝(Efficient regenerated polyurethane filament 

integrated production system based on waste polyurethane filaments)」 
以上のように、J-PlatPat では特定の繊維用語については翻訳不良が存在します。 

 
 参考情報として上記で紹介した nylon / polyester / polyuretane fiberの英異表記を以

下に挙げます。 
 

表４．nylon / polyester / polyuretane fiber 英異表記 

 



３．繊維関係用語以外の翻訳不良 
1) 「レイヤーバイレイヤー」 
 「自己組織化」の中国語を検証している際に J-PlatPat で「レイヤーバイレイヤー自

己組織化」という日本語訳がありました。英語では主として「 layer-by-layer 
self-assembled」というものです。layer-by-layer という英語がそのまま「レイヤーバ

イレイヤー」と訳されています。 
 「layer-by-layer self-assembled」の簡体字は「层层自组装」と表記され、わずかに

「逐层自组装」というのもあります。2000-2022 年公開特許のみに着目すると以下の件

数。（layered self-assemble, layer-layer self-assemble などの英訳もあるが省略） 

 a)layer-by-layer self-assembl*  165 件(GPSS) 
 b)层层自组装    169 件(GPSS) 
 c)レイヤーバイレイヤー自己組織化 5 件(J-PlatPat) 
 
 そこで 160 件以上ものの a)や b)が J-PlatPat では c)以外の日本語訳としてどのよう

な用語が充てられているかを調べてみました。 
  

表５．「层层自组装」の J-PlatPat 日本語訳 

 
実に様々な日本語に訳され、単に「層を組み立て」「上から下へ組立」などすぐには

理解しがたい日本語も多かった。layer-by-layer が「レイヤーバイレイヤー」と英表記

そのままの日本語になっていることには驚きました。 
 

 簡体字「层层」が「層層」に日本語訳されていますが、「層層」という日本語も不自

然です。「层层」は「layer-by-layer」として中国に入ってきた外来語を中国語表記に

したものでしょうか。逐層(逐层)であれば何となく理解できますが、逐层の表記はあま

りありません。 

layer-by-layer も laminate（层叠, 积层）, multilayer（多层）の異表記と捉える

ことができれば「積層」という日本語でもよいような気もします。 

機械翻訳であるにしてもこのような翻訳の揺れが何故生じるのか知りたいところで

す。 



2)中国簡体字が未翻訳のもの 
 J-PlatPat には、「羧酸」などいくつかの用語が簡体字のまま日本語訳されることな

く収録されているものがあります。未翻訳の理由などは不明です。 
表６も GPSS(TIPO)は公開/公告件数、J-PlatPat(JPO)は公開＋公告件数。CN は中

国公報の簡体字表記、JP は J-PlatPat の日本語訳（簡体字が未翻訳のものもあり）。 
 

表６．J-PlatPat における簡体字と日本語 

 
 
 簡体字には短縮用語も多く、短縮用語の J-PlatPat での未翻訳を調べてみました。 

表７．短縮用語と J-PlatPat での出現数 

 
 表７の例では、短縮用語が未翻訳のままのものがあります。「玻璃纤维」は「ガラス

繊維」と翻訳できても短縮された「玻纤」などは辞書登録しておかなければ難しいので

しょう。 

 中国語の短縮用語については検索 Tips でも「中国語の短縮用語」2)で紹介しています

し、「中国特許情報講座 その２」3)では短縮用語の他、語順が反転する反転用語、中国

語にも日本語同様の表記はあるが、中国では独特の表記の方が多い汎用語があることを

紹介しています。 
 



表８に中国語が未翻訳のまま J-PlatPat に収録されているいくつかの例を挙げまし

た。先に挙げた繊維分野の用語だけでなく、あらゆる分野の用語が未翻訳となっている

ことがわかります。ここでも J-PlatPat における出現数は発明の名称における

2000-2022 年の公開特許+登録特許+実案の総数です。 
 

表８．J-PlatPat 中の未翻訳用語の出現数 

 
 
 また、表９および表１０には発明の名称中に簡体字では同一用語が２つ存在するもの

についての J-PlatPat での翻訳不良例を示しました。一方は日本語に翻訳されているの

に他方は原語（簡体字）のまま、あるいは「层叠」のように２つとも日本語に翻訳され

ていますが「ラミネート」と「積層」と異なる表記の日本語となっているなどです。 
 機械翻訳なので前後の用語の違いによってこのようなことが生じるのでしょうか。 
 

CN113799413A では「玻纤布铺层车以及控制玻纤布(glass fabric)」の「玻纤布」が

J-PlatPat では「玻纤布铺层車とガラス繊維布」のように一方が未翻訳のままです。 
  



表９．同一用語の簡体字が異なる日本語あるいは一方が未翻訳の例（１） 

 
 

表１０．同一用語の簡体字が異なる日本語あるいは一方が未翻訳の例（２） 

 
 
４．まとめ 
 以上のように J-PlatPat には翻訳不良とみられるものが数は少ないものの存在し、簡

体字のままで未翻訳のものも存在します。 
 本稿では、検証が容易な点から「発明の名称」中の用語で調べましたが、「発明の名

称」に 0 件という場合でも要約やクレーム中には存在するかもしれませんが、そこまで

検証できていません。 
 これまで中国特許情報の英誤訳について指摘をしてきましたが 4)、J-PlatPat ではそ

れより多くの翻訳不良がありそうです。 
 中国語が読み書きできない日本の調査担当者にとって中国公報を中国語はもちろん、

英語であっても査読するのは大変です。日本語で査読できれば業務効率も大幅に向上し

ますので J-PlatPat の日本語訳翻訳不良は極めて重要な問題です。今後の改善を見守り

たいと思います。 
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